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　探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、よりよく

課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとおり育成することを

目指す。

(1) 探究的な学習の過程において、課題の解決に

必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わ

る概念を形成し、探究的な学習のよさを理解

するようにする。

(2) 実社会や実生活の中から問いを見いだし、自

分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、

まとめ・表現することができるようにする。

(3) 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むと

ともに、互いのよさを生かしながら、積極的

に社会に参画しようとする態度を養う。

　総合的な学習の時間の目標を実現するためには、各教科、道徳科、外国語活動（小学

校）及び特別活動を含めた全教育活動における総合的な学習の時間の位置付けを明確に

することが重要であり、それぞれが適切に実施され、相互に関連し合うことで教育課程

は機能を果たすことになります。

　すなわち、学校の教育目標を教育課程に反映し具現化していくに当たっては、これま

で以上に総合的な学習の時間を教育課程の中核に位置付けるとともに、各教科等との関

わりを意識しながら、学校の教育課程全体で資質・能力を育成するカリキュラム・マネ

ジメントを行うことが求められます。

　したがって、総合的な学習の時間が実効性のあるものとして実施されるためには、地

域や学校、児童生徒の実態や特性を踏まえ、各教科等を視野に入れた全体計画及び年間

指導計画を作成することが求められます。

　各学校においては、校長のビジョンとリーダ－シップの下で総合的な学習の時間の全

体計画及び年間指導計画を作成することが重要であり、これらの計画を作成することに

よって、適切な教育活動が展開され、学校として行き届いた指導が行うことが可能とな

ります。

探究的な学習の過程の連続

総合的な学習（探究）の時間
■小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校（前期課程）、特別支援学校（小学部・中学部）
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　総合的な学習の内容は、「目標を実現するにふさわしい探究課題」及び「探究課題の解決を通し

て育成を目指す資質・能力」を各学校が定めます。つまり、「何を学ぶか」とそれを通して「どの

ようなことができるようになるか」ということを各学校が具体的に設定するということであり、他

教科等にない大きな特徴の一つです。探究課題としては、次のような例が考えられます。

(1) 現代的な諸課題に対応する横断的・総合的な課題

　・国際理解：地域に暮らす外国人とその人たちが大切にしている文化や価値観

　・情報：情報化の進展とそれに伴う日常生活や社会の変化

　・環境：身近な自然環境とそこに起きている環境問題

　・福祉：身の回りの高齢者とその暮らしを支援する仕組みや人々

　・健康：毎日の健康な生活とストレスのある社会　など

(2) 地域や学校の特色に応じた課題

　・町づくり：町づくりや地域活性化のために取り組んでいる人々や組織

　・伝統文化：地域の伝統や文化とその継承に力を注ぐ人々

　・地域経済：商店街の再生に向けて努力する人々と地域社会

　・防災：防災のための安全な町づくりとその取組　など

(3) 児童生徒の興味・関心に基づく課題

　・キャリア：実社会で働く人々の姿と自己の将来

　・ものづくり：ものづくりの面白さや工夫と生活の発展

　・生命：生命現象の神秘さや不思議さと、そのすばらしさ　など 

(1) 児童生徒の主体性の重視

　　学び手としての児童生徒の有能さを引き出し、児童生徒の発想を大切にし、育てる主

体的、創造的な学習活動を展開すること

(2) 適切な指導の在り方

　　探究課題に対する考えを深め、資質・能力の育成につながる探究的な学習となるよう

に、教師が適切な指導すること

(3) 具体的で発展的な教材

　　身近にある具体的な教材、発展的な展開が期待される教材を用意すること

○　総合的な学習の時間の内容

○　総合的な学習の時間における学習指導の基本的な考え方
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(1) 各学校において定める目標及び内容に基づき、児童生徒の学習状況に応じて教師が適切な指導

　を行うこと。

(2) 探究的な学習の過程においては、他者と協働して課題を解決しようとする学習活動や、言語に

　より分析し、まとめたり表現したりするなどの学習活動が行われるようにすること。その際、例

　えば、比較する、分類する、関連付けるなどの考えるための技法が活用されるようにすること。

(3) 探究的な学習の過程においては、コンピュータや情報通信ネットワークなどを適切かつ効果的に

　活用して、情報を収集・整理・発信するなどの学習活動が行われるようにすること。その際、（コン

　ピュータで文字を入力するなどの学習の基盤として必要となる情報手段の基本的な操作を習得

　し、）情報や情報手段を主体的に選択し活用できるよう配慮すること。（かっこ内は小学校のみ）

(4) 自然体験や（職場体験活動、）ボランティア活動などの社会体験、ものづくり、生産活動など

　の体験活動、観察・実験、見学や調査、発表や討論などの学習活動を積極的に取り入れること。

　（かっこ内は中学校のみ）

(5) 体験活動については、総合的な学習の時間の目標及び各学校において定める目標及び内容を踏

　まえ、探究的な学習の過程に適切に位置付けること。

(6) グループ学習や異年齢集団による学習などの多様な学習形態、地域の人々の協力も得つつ、全

　教師が一体となって指導に当たるなどの指導体制について工夫を行うこと。

(7) 学校図書館の活用、他の学校との連携、公民館、図書館、博物館等の社会教育施設や社会教育

　関係団体等の各種団体との連携、地域の教材や学習環境の積極的な活用などの工夫を行うこと。

(8)（小学校）国際理解に関する学習を行う際には、探究的な学習に取り組むことを通して、諸外

国の生活や文化などを体験したり調査したりするなどの学習活動が行われるようにすること。

　（中学校）職業や自己の将来に関する学習を行う際は、探究的な学習に取り組むことを通して、

自己を理解し、将来の生き方を考えるなどの学習活動が行われるようにすること。

(9)（小学校のみ）情報に関する学習を行う際には､探究的な学習に取り組むことを通して､情報を

　収集・整理・発信したり、情報が日常生活や社会に与える影響を考えたりするなどの学習活動が

　行われるようにすること。新学習指導要領総則に掲げるプログラミングを体験しながら論理的思

　考力を身に付けるための学習活動を行う場合には、プログラミングを体験することが、探究的な

　学習の過程に位置付くようにすること。

○　発表やプレゼンテーションなどの表現による評価

○　話合い、学習や活動の状況などの観察による評価

○　レポート、ワークシート、ノート、絵などの制作物による評価

○　学習活動の過程や成果などの記録や作品を計画的に集積したポートフォリオを活用した評価

○　評価カードや学習記録などによる児童生徒の自己評価や相互評価

○　教師や地域の人々等による他者評価　など
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探究の見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、自己の

在り方生き方を考えながら、よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力を

次のとおり育成することを目指す。

(1) 探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題

に関わる概念を形成し、探究の意義や価値を理解するようにする。

(2) 実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報

を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようにする。

(3) 探究に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな

価値を創造し、よりよい社会を実現しようとする態度を養う。

総合的な探究の時間の目標を実現するためには、各教科、特別活動を含めた全教育

活動における総合的な探究の時間の位置付けを明確にすることが重要であり、それぞれ

が適切に実施され、相互に関連し合うことで教育課程は機能を果たすことになります。

すなわち、学校の教育目標を教育課程に反映し具現化していくに当たっては、これまで

以上に総合的な探究の時間を教育課程の中核に位置付けるとともに、各教科・科目等と

の関わりを意識しながら、学校の教育活動全体で資質・能力を育成するカリキュラム・

マネジメントを行うことが求められます。したがって、総合的な探究の時間が実効性の

あるものとして実施されるためには、地域や学校、生徒の実態や特性を踏まえ、各教科・

科目等を視野に入れた全体計画及び年間指導計画を作成することが求めらます。

各学校においては、校長のビジョンとリーダ－シップの下で総合的な探究の時間の全

体計画及び年間指導計画を作成することが重要であり、これらの計画を作成することに

よって、適切な教育活動が展開され、学校として行き届いた指導が行うことが可能とな

ります。

２ 総合的な探究の時間の指導計画

１ 総合的な探究の時間の目標１ 総合的な探究の時間の目標

２ 総合的な探究の時間の指導計画

■高等学校、中等教育学校（後期課程）、特別支援学校（高等部）
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○ 総合的な探究の時間の内容

総合的な探究の時間においては、「目標を実現するにふさわしい探究課題」及び「探究課題の

解決を通して育成を目指す資質・能力」を各学校が定めます。つまり、「何を学ぶか」とそれを

通して「どのようなことができるようになるか」ということを各学校が具体的に設定するという

ことであり、他教科等にない大きな特徴の一つです。探究課題としては、次のような例が考えら

れます。

○ 総合的な探究の時間における学習指導の基本的な考え方

(1) 現代的な諸課題に対応する横断的・総合的な課題

・国際理解：外国人の生活者とその人たちの多様な価値観

・情報：情報化の進展とそれに伴う経済生活や消費行動の変化

・環境：自然環境とそこに起きているグローバルな環境問題

・福祉：高齢者の暮らしを支援する福祉の仕組みや取組

・健康：心身の健康とストレス社会の問題 など

(2) 地域や学校の特色に応じた課題

・町づくり：地域活性化に向けた特色ある取組

・伝統文化：地域の伝統や文化とその継承に取り組む人々や組織

・地域経済：商店街の再生に向けて努力する人々と地域社会

・防災：安全な町づくりに向けた防災計画の策定 など

(3) 生徒の興味・関心に基づく課題

・文化の創造：文化や流行の創造や表現

・教育・保育：変化する社会と教育や保育の質的転換

・生命・医療：生命の尊厳と医療や介護の現実 など

(4) 職業や自己の進路に関する課題

・職業：職業の選択と社会貢献及び自己実現

・勤労：働くことの意味や価値と社会的責任 など

(1) 生徒の主体性の重視

学び手としての生徒の有能さを引き出し、生徒の発想を大切にし、育てる主体的、創造

的な学習活動を展開すること

(2) 適切な指導の在り方

探究課題に対する考えを深め、資質・能力の育成につながる探究活動となるように、教

師が適切な指導をすること

(3) 具体的で発展的な教材

具体的な教材、発展的な展開が期待される教材を用意すること



○ 学習活動の展開に当たっての配慮事項

(1) 各学校において定める目標及び内容に基づき、生徒の学習状況に応じて教師が適切な

指導を行うこと。

(2) 課題の設定においては、生徒が自分で課題を発見する過程を重視すること。

(3) 自分自身に関すること及び他者や社会との関わりに関することの両方の視点を踏まえ

た学習を行う際には、これらの視点を生徒が自覚し、内省的に捉えられるよう配慮する

こと。

(4) 探究の過程においては、他者と協働して課題を解決しようとする学習活動や、言語に

より分析し、まとめたり表現したりするなどの学習活動が行われるようにすること。そ

の際、例えば、比較する、分類する、関連付けるなどの考えるための技法が活用される

ようにすること。

(5) 探究の過程においては、コンピュータや情報通信ネットワークなどを適切かつ効果的

、 。に活用して 情報を収集・整理・発信するなどの学習活動が行われるよう工夫すること

その際、情報や情報手段を主体的に選択し活用できるよう配慮すること。

(6) 自然体験や就業体験活動、ボランティア活動などの社会体験、ものづくり、生産活動

などの体験活動、観察・実験・実習、調査・研究、発表や討論などの学習活動を積極的

に取り入れること。

(7) 体験活動については、総合的な探究の時間の目標及び各学校において定める目標及び

内容を踏まえ、探究の過程に適切に位置付けること。

(8) グループ学習や個人研究などの多様な学習形態、地域の人々の協力も得つつ、全教師

が一体となって指導に当たるなどの指導体制について工夫を行うこと。

(9) 学校図書館の活用、他の学校との連携、公民館、図書館、博物館等の社会教育施設や

社会教育関係団体等の各種団体との連携、地域の教材や学習環境の積極的な活用などの

工夫を行うこと。

( ) 職業や自己の進路に関する学習を行う際には、探究に取り組むことを通して、自己を10

理解し、将来の在り方生き方を考えるなどの学習活動が行われるようにすること。

評価の方法の例

○ プレゼンテーションやポスター発表、総合芸術などの表現による評価

○ 討論や質疑の様子などの言語活動の記録による評価

○ 学習や活動の状況などの観察記録による評価

○ 論文・報告書、レポート、ノート、作品などの制作物、それらを計画的に集積した

ポートフォリオ（小学校中学校からの蓄積があると望ましい）による評価

○ 課題設定や課題解決能力をみるような記述テストの結果による評価

○ 評価カードや学習記録などによる生徒の自己評価や相互評価

○ 保護者や地域社会の人々等による第三者評価 など

３ 総合的な探究の時間における評価３ 総合的な探究の時間における評価
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